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改善計画
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【自己評価　評価】
Ａ：１００≦（目標達成）
Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０
Ｄ：（できていない）＜６０

【外部評価】イ：自己評価は適正である。
                   ロ：自己評価は適正でない。
                   ハ：わからない。

m 改善案l コメントc 短期経営目標

k 二次評価

d 目標達成のための方策

109%

－　％

A

-

イ ロ ハ

学校風土としての教
育研究の定着
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９(12)年間でめざす
資質・能力の育成
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j 結果と課題の説明
i

評
価

b 中期経営目標

１　総合的な学習の時間と生活
科を中心にした「ふるさと学
習」の充実

２　コミュニティ・スクールの
機能化（地域連携）

進捗
状況
（時
数）
１年
生
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2年生
101
％
3年生
95％

１①
生
82.9
保
83.7

令和６年度　学校評価表

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画
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a

スクールプライド
（学校への愛着や
誇り）の育成

e 評価指標

１　地域発見を柱とした課題解決学習
　・１年生：地域の季節となかよし
　・２年生：町探検，地域の海
　・３年生：地域の人・もの調べ
　・４年生：地域のよさ見つけ，福祉
　・５年生：しおまち商店街応援
　・６年生：伝統文化の継承
２　学校運営協議会の定期的な開催と
    協議会委員の学校行事等への積極的な参
加

1  児童アンケート
　Q児童アンケートの実施
　「ふるさと学習を楽しいと
感じる」の肯定的評価の割合
（昨年度：96.5％）

2  学校運営協議委員アンケー
ト
　Q「学校は定期的・計画的に
評価・改善をし教育の質を上
げている」の肯定的評価の割
合（昨年度：未検証）

85%

80%

93.1%

－　％
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・この瀬戸田を好きだと言って
くれる子が増えてくれると嬉し
い。ふるさと学習を楽しいと感
じる子が多くいることは，学習
内容などの工夫があるからだと
思う。
・昨年度の５年生が作ったしお
まち商店街のマップのように形
に残ると，子どもたちにもより
一層喜びや楽しさが生まれると
思う。今年度の取組も楽しみに
している。

１①
12名
/12

２①
100
２②
100
３
100
％

80%

80％

80％

111%

76.7%

86.4%

・児童の発達段階に応じた
活動や，児童の主体性を大
切にした学習になるよう，
今後も学習内容の工夫をし
ていく。
・学校運営協議会委員アン
ケートの結果，達成値は
87.5％，達成度は109.4％
であった。しかしながら，
１件「わからない」を選択
されている方がいらっ
しゃったので，学校の取組
がよりわかりやすくなるよ
う，児童の生き生きとした
姿を示しながら説明してい
く。

・早寝ができていないと感
じている児童の割合が高い
ので，理想的な睡眠時間を
示すなど，児童が目標設定
をしやすくなるようにして
いく。
・自分の体の成長には睡眠
が必要だと児童が実感でき
るよう保健指導や学級活動
の中で伝えていく。

・自分の思いが伝わるよう
に表現を工夫することがで
きるように指導していく。
また，児童が他者の表現の
良さに気付くことができる
ようになるために，さらに
「言語技術」指導を積み上
げ，表現力の維持と向上を
図る。
・算数科における基礎的な
知識・技能の定着を図るた
めに，モジュールにおいて
習熟度別指導の実施を行
う。
・教師の授業力向上を図
り，文学と学力向上の授業
づくりを充実させていく。

・早寝，早起きよりも「はみが
き」を重視するという全国的な
動きも耳にしたことがある。習
慣化できているかどうかを調べ
て取り組むのも良いと思う。
・「はみがき」「昼寝」がよい
と聞いたことがある。農家はよ
くやっている。１８分程度がよ
い。やってみる価値はあると思
う。
・体を動かさないと眠くならな
いから外遊びがよいと思う。
・何時間の睡眠時間がよいとさ
れているのか理想的な睡眠時間
を示すとよいのでないか。

・いろいろ工夫して取り組まれ
ていることがよく分かる。
・読書の習慣と学習が関係する
ということなので，読書を習慣
づけることもよいと思う。
・昨年度と比べてよくなってい
る。さらによくするにはどうす
べきかという問題提起をしてい
くのもよいのではないか。

１　基礎学力の定着

２　国語科を中心にした授業実
践の充実

１　カリキュラムに沿ったモジュール学習
の実施

２　広島大学難波博孝教授，桑田晶子先生
を講師に招聘

１　漢字，数計算領域の児童
の割合80％以上
　
２　毎学期講師を招聘し，評
価・改善を実施

80％

100%

80%

100%

かしこく　やさしく　たくましく
～さまざまな体験活動をとおして～

A

C
　

 

B

１　児童会や保健体育部の活動とリンクさ
せ達成状況を可視化

１　校区スタンダードの定着
（小中学校合同取組事項）
　・あいさつ・早寝・早起き・
朝ご飯・家庭学習の習慣化

１-① 児童会を中心とした毎月の挨拶運
動を実施。毎年挨拶を重点取組としてお
り，校内では，ろうかですれ違う際に自
然と挨拶ができるようになっている児童
が増えている。今後も，挨拶は，人とし
ての基本であることを伝え，継続してい
きたい。

１-②「4点固定」の保護者肯定的評価の
割合は当初３９．１％（R5.７月）で
あった。１年の取組によって，６１．
２％と上昇し,児童の評価６９．１％に近
い数値になってきている。

課題としては，早寝ができていないと感
じている児童の割合が最も多くなってい
る。２学期の取り組みとして，各クラス
にて個別に声かけを行っていくことで,早
寝や睡眠の意義について伝えていくと共
に，自分の身体の成長に興味を持たせて
いく必要がある。

１　児童にとって身近な話題を取り上げ
て経験したり調べたりして発見すること
ができるので，楽しいと感じる児童が多
くいる。身近なことは当たり前になりす
ぎて，その良さや特徴に気がつかないこ
ともあるため，ふるさとの良さや特徴を
認識する上でも重要な学習となってい
る。授業でも学年の系統性を踏まえなが
ら取り挙げる内容を工夫している。

２　学校運営協議会委員アンケートにつ
いては，８月２１日に実施する学校運営
協議会終了後にアンケートを実施するた
め，現在のところは未実施。
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１-①　児童アンケート（挨
拶）Q「習慣化できている」の
肯定評価の割合（昨年度：
84.2％）
１-②　保護者アンケート（４
点固定）Q「習慣化できてい
る」の肯定評価の割合（昨年
度：62.3％）
１-③　児童アンケート（４点
固定）Q「習慣化できている」
の肯定評価の割合（昨年度：
66.5％）

教
職
員
の
働
き
方
改
革

働きがいがある職場
づくり

１　職場の労働環境の改善 １　ハード面（環境整備,時間外労働の縮
減）とソフト面（行事等の精選等）の改善

1　「学校における働き方改革
アンケート」（市教委作成）
　Q「日々の業務の中で充実感
を得られている」の肯定的評
価の割合
（昨年度：95.8％）

89%

61.4%

69.1%

①
81.3

％

②０

106% A 1　毎週木曜日に加え毎月１回以上は全
校５時間授業の日を設けるなど，昨年度
から継続して，児童と向き合う時間の確
保に努めている。市平均85.5%を大幅
に上回っているものの，昨年度12月の
本校の数値よりは下回っている。
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100%

100%

A

A

１　毎月モジュール時間割を作成し，確
実に実施した。毎月末には，モジュール
検定テストを実施し，合格するまで繰り
返したことにより，単元末テストでは，
漢字78％，計算82％と基礎学力が定着
してきている。全国学力・学習状況調査
では，国語科・算数科ともに全国平均以
上（国語全国＋5.3，算数全国＋2.6）
であった。結果から，自分の考えが伝わ
るように表現を工夫する問題，図形の見
取り図を理解し作図する問題等に課題が
見られた。

２　安田女子大学難波博孝教授，「こと
ば」の教育研究会桑田晶子先生を招聘
し，授業改善を行った。児童が目的意識
をもって対話活動を行う姿が見られた
り，教師が児童の課題から，効果的な教
材開発をしたりするなど成果が見られ
た。
　夏季休業中にも研修を行い，児童の課
題を共通理解し，２学期からの取組を検
討する。

8

・昨年度の数値よりも下がって
はいるが，尾道市平均値と比べ
て高い。必要な支援があれば遠
慮無く言ってほしい。
・子どもたちの姿で充実感を感
じられると思うので，子どもた
ちの成長が実感できる場をより
多く設けてほしい。

・これからも児童と向き合
う時間をしっかりと確保で
きるよう調整することを継
続していく。
・業務内容の優先順位を意
識しながら日々の業務を
し，やりがいを感じられる
よう意識改革していく。

ミッション 地域の強みを生かした小中高連携による瀬戸田教育の発展 ビジョン
コミュニティ・スクールの強みを生かし，地域連携と小中（高）連携をさらに充実させながら，個別最適
な学びと協働的な学びの実現を図ることで，教育の質を高め,すべての子どもたちの可能性を引き出
す。

85% 90.5％

様式1


